
【授業の概要・ねらい】

採算性のとれる地域活性化のモデルを考える。

【授業計画】

第１回…マスツーリズムとは╱日本のマスツーリズム╱ヨーロッパのマスツーリズム

第２回…日本における旅行業╱旅行業に関する法制度╱旅行契約について

第３回…インバウンドの現状╱宿泊に関する法制度╱宿泊商品の開発(概要・実践)

第４回…宿泊商品の開発(実践)╱DMO╱旅行商品の作り方

第５回…着地型商品の開発(概要・実践)╱着地型商品の開発(実践)╱マスツーリズムによる地域活性化

(ディスカッション)

【到達目標】

地域活性化においてマスツーリズムの特徴をいかに生かすかを理解することができる。

【教科書】

なし

【参考書・参考文献】

講義時に指示します。

【連絡事項・メッセージ】

実践部分は演習形式にし、受講者間で議論し、作品を作り発表します。但し、人数が少ない場合は、別途方策を

考えます。

商品づくりにはアクティブな情報が必要なので、実践の時間はパソコン(あればwi-fiも)・スマートフォン等の機

器を持参してください。ノートパソコンやwi-fiはサテライトでも準備しますので、お持ちでない方でも大丈夫で

す。
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マスツーリズムによる地域活性化

(Regional activation by mass tourism）

授業科目名

(英文表記)

２．学部授業科目

廣岡 裕一担 当 教 員

講義・演習授 業 形 態２ (学部生のみ)単 位 数

学部開放科目区 分岸和田サテライト開 講

第２回 ４月23日㈯ 10：50～16：20

第１回 ４月16日㈯ 10：50～16：20

実施日・時間
第３回 ４月30日㈯ 10：50～16：20

第４回 ５月14日㈯ 10：50～16：20

第５回 ５月21日㈯ 10：50～16：20

（※いずれも12：20～13：10、14：40～14：50は休憩）


